






















オイコノミカ　第 52 巻　第 2 号，2016 年，pp. 1―15










なっている．図表 1 は 2012 年人口 10 万人あたりの自殺者数について，OECD 加盟諸国のう
ちトップ 5 を示すものである．韓国がいずれの項目でもトップであるが，日本は男性で 4 位，
女性だと 2 位となっている．男女総合では 3 位である．生きることに失望する人々を増やす要
因は，いまだに日本国内に深刻なほどに潜んでいるのである．
　図表 1 でさらに気づかされるのは，男女差である．2012 年人口 10 万人あたり自殺者数は韓

















4 ） URL: http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku/kyoukagekkan/gatekeeper-about.html
資料出所：WHO, Suicide Prevention
http://www.who.int/mental_health/suicide-prevention/en/
















第 3 節で分析に使用した都道府県のパネルデータを述べる．第 4 節で分析と解釈を行う．最後
に，第 5 節で結論と展望を述べる．
第 2節　自殺要因
　NPO 法人ライフリンクは，自殺で亡くなった 523 人と，その遺族 523 人の計 1046 人を対象
とした聞き取り調査を行った．同NPO法人のホームページ上に調査結果が報告されている5）．
この調査結果が強調するのは，自殺要因が決して 1 つに集約できないという点である．自殺は，
3 ～ 4 種の自殺リスク（平均 3.9 個）を抱えていたというのである．なおかつ，それら要因が
複合的な効果を持つことでうつ病となり，最終的に自ら命を絶っているケースが少なくないと
いう（NPO 法人ライフリンク 2013）．












　Brainerd（2001）は，1988 年から 1998 年のロシア（旧ソ連）において，1 人当たり GNP（国
民総生産）と男性の自殺率が負の相関にあると報告している．1 人当たり GNP 100 ドル下が







































　Akechi et al.（2006）は，1990 年と 1993 年とで 27 市町村に住所を持つ 40 ～ 69 歳の男性に
対して調査を行った．一日当たり414g以上のアルコールを摂取する常飲者（週に1～2回以上）
は，たまに飲酒する者（月に 1 ～ 3 回）と一日当たり 138g 以下のアルコールを摂取する常飲




















るということになる．なお，West（2003）では 2001 年と 2002 年の日本人男女において，離
婚率と自殺率は負の相関関係にあると示している．上記の結果に対して，ここでは結婚が与え
るネガティブな側面が窺える．
　Sawada et al.（2009）では 1980 年から 2003 年の日本で，出生率は自殺率に対し負に働いて








































新潟県中越地震，東日本大震災が起こった 2011 年と 2004 年の震災による死者数が 10 人以上
の県を 1，その他の県を 0 とした．死者数は，『平成 16 年新潟県中越地震（確定報）』（消防庁，


























































計特殊出生率が 1％高いと 10 万人あたりの男性の自殺者が 12.08 ～ 13.33 人，10 万人あたりの
女性の自殺者が 3.92 ～ 4.98 人少ない．婚姻率は推定式（4），（5）の男女ともに負に有意である．
表 2　変数の記述統計
― 10 ―
婚姻率が 1％高いと 10 万人あたりの男性の自殺者が 4.26 ～ 4.47 人，10 万人あたりの女性の自
殺者が 1.2 ～ 1.25 人少ない．
　また自然死産率は推定式（5），（6）の男女ともに正に有意である．自然死産率が 1％高いと，
10 万人あたりの男性の自殺者が 0.49 ～ 0.92 人，10 万人あたりの女性の自殺者が 0.13 ～ 0.21
人多い．これらの結果は出産や婚姻がもたらす家族の絆が自殺を抑制し，死産による喪失感や
子育てのコミットメントが喪失することで自殺リスクが高まるものと考えられる．
　一方，離婚率は女性にのみ負に有意であった．離婚率が 1％高いと 10 万人あたりの女性の






















は全ての推定式の男女において強く負の相関がみられ，1 人に対する求人が 1 件多いと，10 万




10 万人あたり男性の自殺者は 0.83 人～ 1.19 人多い．反対に女性は 0.34 ～ 0.66 人少ない．この
結果も第 2 節で述べた金子（2004）の結果と符合している．
　震災ダミー変数は男性にのみ推定式（1），（3），（4），（5），（6）で負に有意であった．新潟
県中越地震と東日本大震災の年の地震による死亡者が 10 人以上の県は，その年の 10 万人あた
り男性の自殺者が 2.87 ～ 4.87 人少ない．第 2 節で紹介した澤田（2013）の研究は東日本大震





多いと，10 万人あたりの男性の自殺者が 0.1 ～ 0.16 人，女性の自殺者が 0.07 ～ 0.08 人多い．
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表 4　自殺対策に関する意識調査　N ＝ 2,017 人
自殺は個人の問題である 16.6％
自殺対策は社会的取組として実施する必要はない 6.4％
誰かに相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感じる 12.2％
不満や悩みやつらい気持ちを受け止め、耳を傾けてくれる人がいない 6.1％
出典：内閣府自殺対策推進室（2011）
